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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

議
員　

原
発
事
故
に
伴
う
東
電
か
ら
本

県
へ
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
約
三

十
九
㌫
と
い
う
低
い
支
払
率
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
東
電
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

本
県
が
他
県
に
比
べ
て
極
端
に

遅
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
の
説
明
を

受
け
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
早
急
な

支
払
い
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
く
。

ま
た
、
東
電
と
の
協
議
の
中
で
、
支
払

い
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
事
案
が
出
て

き
た
場
合
に
は
、
原
発
Ａ
Ｄ
Ｒ
※
へ
の

申
し
立
て
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

我
が
国
の
経
済
を
支
え
、
本
県

の
発
展
に
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

鹿
島
港
・
茨
城
港
に
つ
い
て
、
各
港
の

整
備
や
振
興
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

鹿
島
港
は
、
物
流
コ
ス
ト
低
減

対
策
を
企
業
か
ら
強
く
要
請
さ
れ
て
お

り
、
航
路
水
深
維
持
や
防
波
堤
整
備
な

ど
を
国
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
と
と

も
に
、
船
会
社
に
航
路
開
設
の
働
き
か

け
を
強
め
て
い
く
。
茨
城
港
は
、
完
成

自
動
車
の
取
扱
い
増
加
な
ど
の
利
用

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
岸
壁
の
整

備
な
ど
機
能
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
を
契
機
と

し
て
、
県
や
市
町
村
が
産
業
振
興
の
た

め
に
ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
と
連
携
を
深
め
る

こ
と
は
、
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
ジ
ェ

ト
ロ
茨
城
を
活
用
し
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
輸
出
を
促
進
し
て
い
く
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

今
後
は
ジ
ェ
ト
ロ
茨

城
に
お
い
て
、
市
町
村
ご
と
に
ジ
ェ
ト

ロ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。
県
に
お
い
て
も
、
市
町
村
な
ど

と
一
層
連
携
を
強
化
し
、
本
県
の
輸
出

促
進
に
全
力

で
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
海

岸
線
の
保
全
、

県
産
材
の
利

用
拡
大
な
ど

も
質
問
）

議
員　

今
年
度
中
の
「
い
ば
ら
き
水
素

戦
略
」
の
策
定
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な

視
点
で
進
め
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
水

素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長　

戦
略
は
、
水
素
の
利
活
用

促
進
、
研
究
開
発
の
促
進
お
よ
び
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
支
援
、
県
民
理
解

の
促
進
な
ど
を
視
点
に
策
定
を
進
め
、

戦
略
に
基
づ
き
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備
検
討
な
ど
、
水
素
先
進
県
を
目

指
し
た
各
種
取

り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
鹿
行

地
域
の
観
光
振

興
、
高
齢
者
へ

の
通
院
支
援
な

ど
も
質
問
）

議
員　

国
際
展
開
に
お
い
て
は
、
海
外

で
経
験
を
積
ん
だ
職
員
が
必
要
で
あ
る

が
、
若
手
の
海
外
派
遣
が
少
な
く
、
実

務
を
担
う
年
代
の
人
材
の
枯
渇
が
懸
念

さ
れ
る
。
国
際
展
開
政
策
を
支
え
る
人

材
の
育
成
に
つ
い
て
、
所
見
は
。

知
事　

国
際
展
開
を
効
果
的
に
実
施
す

る
に
は
、
海
外
で
の
活
動
を
経
験
し
た

職
員
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
在
外
公
館
な
ど
へ
の
派
遣
に
加
え
、

既
存
制
度
の
活
用
促
進
や
充
実
を
図
り
、

若
手
職
員
の
派
遣
を
中
心
に
検
討
し
な

が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

今
後
の
総
合
防
災
訓
練
は
関

東
・
東
北
豪
雨
災
害
な
ど
を
踏
ま
え
、

水
害
も
災
害
想
定
に
含
め
る
と
と
も
に
、

多
く
の
県
民
な
ど
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

防
災
意
識
の
醸
成
や
向
上
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

総
合
防
災
訓
練
に
お
け
る
災
害

想
定
は
、
訓
練
を
開
催
す
る
市
町
村
の

地
域
特
性
や
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る

内
容
と
し
て
い
る
。
今
後
、
市
町
村
や

自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
、
水
害
も
災

害
想
定
に
取
り
入
れ
て
訓
練
を
行
い
、

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
取
り
組
む
。

議
員　

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
の
適

用
に
向
け
、
高
校
生
の
有
権
者
と
し
て

の
当
事
者
意
識
、
主
体
的
に
政
治
参
画

す
る
態
度
を
育
成
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
教
育
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

当
事
者
意
識
な
ど
を
育
成
す

る
た
め
に
は
、
議
会
傍
聴
や
模
擬
選
挙

の
よ
う
な
実
践
的
な
学
習
が
有
効
で
あ

る
。
全
て
の
学
校
が
足
並
み
を
揃
え
て

積
極
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
に

学
校
を
支
援
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
太

陽
光
発
電
施
設

の
安
全
な
導
入
、

空
き
家
の
有
効

活
用
な
ど
も
質

問
）

議
員　

今
回
の
水
害
で
、
常
総
市
の
新

八
間
堀
川
に
あ
る
樋
管
※
の
管
理
者
が

不
明
確
で
川
の
水
が
逆
流
し
、
市
街
地

が
浸
水
し
た
。
こ
う
し
た
河
川
工
作
物

の
適
正
な
管
理
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

土
木
部
長　

今
回
問
題
の
樋
管
は
、
常

総
市
と
協
議
し
、
市
が
管
理
を
行
う
方

向
で
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
他
の
県

管
理
河
川
の
樋
管
も
実
態
調
査
を
行
い
、

管
理
者
の
特
定
や
操
作
体
制
の
整
備
な

ど
適
正
な
管
理
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
災

害
対
応
に
お
け

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
の
連
携
、
避

難
所
で
の
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

の
利
用
促
進
な

ど
も
質
問
）

田口　伸一 議員
いばらき自民党
鹿 嶋 市 選 出  

一括方式

鹿
島
港
・
茨
城
港
に
お
け
る

整
備
と
振
興

河
川
工
作
物
の
適
正
な
管
理

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常 総 市 選 出

分割方式

志賀　秀之 議員
いばらき自民党
北 茨 城 市 選 出  

一括方式

ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
を
活
用
し
た

輸
出
促
進

西野　　一 議員
いばらき自民党
常陸太田市選出 

分割方式

茨
城
県
の
水
素
戦
略

原
発
事
故
に
よ
る
県
の

東
京
電
力
へ
の
損
害
賠
償
請
求

総
合
防
災
訓
練
の
あ
り
方

国
際
展
開
政
策
を
支
え
る

人
材
の
育
成

高
等
学
校
に
お
け
る
選
挙
権
年
齢

引
き
下
げ
に
向
け
た
取
り
組
み

ことば ※【原発ＡＤＲ】…「原子力損害賠償紛争解決センター」のことで、原子力事故により被害を受けた方の原子力事業者に対する損害賠償請求について、円滑、迅速、かつ公正
に紛争を解決することを目的として設置された公的な紛争解決機関。

※【樋管】…排水路や支川が堤防を横断して川へ流れ込む場合に、堤防の中をトンネルのように通り抜けるもの。

 

議
員
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
が
ん
検
診
を
推
進
し
、
が
ん
と
向
き
合
う
た
め
の
県
民
参
療
条
例

◆
意
見
書
・
決
議

○
拉
致
被
害
者
の
即
時
帰
国
に
向
け
、
国
家
に
関
わ
る
全
て
の
責
任
に

お
い
て
直
ち
に
国
民
に
見
え
る
形
で
の
直
接
行
動
を
求
め
る
決
議

○
私
学
助
成
の
充
実
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書

ほ
か
一
件

 

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算

○
港
湾
事
業
特
別
会
計
予
算

○
病
院
事
業
会
計
予
算

○
鹿
島
臨
海
都
市
計
画
下
水
道
事
業
会
計
予
算

○
流
域
下
水
道
事
業
会
計
予
算

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法

律
施
行
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

○
茨
城
県
文
化
振
興
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ほ
か
九
件

◆
人
事

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
認
定

○
平
成
二
十
六
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

ほ
か
一
件

◆
そ
の
他

○
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

ほ
か
三
十
九
件

◆
総
務
企
画
委
員
会

○
平
成
二
十
八
年
度
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
等
助
成
に
関
す
る
請
願

○
固
定
資
産
税
の
負
担
軽
減
に
関
す
る
請
願

採
択
さ
れ
た
請
願

総合防災訓練の様子

海外バイヤーによる産地視察の
様子（提供　ジェトロ茨城） 整備が進む鹿島港

本会議の傍聴に訪れた高校生

一般質問（要旨）

︵
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
︶

○
拉
致
被
害
者
の
即
時
帰
国
に
向
け
、
国
家
に
関
わ
る
全
て
の
責
任
に

お
い
て
直
ち
に
国
民
に
見
え
る
形
で
の
直
接
行
動
を
求
め
る
決
議

○
私
学
助
成
の
充
実
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書

○
県
民
誰
も
が
共
に
歩
み
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
決
議

可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

︵
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
︶


